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研究成果の概要（和文）：東アジア世界の 19 世紀後半から 20 世紀前半のさまざまな都市図をデ

ータベース化し、それらを通時的かつ共時的に分析することにより、各地域における都市景観

の同質性と差異を追究することを目的として研究を推進した。その成果として東アジア世界の

近代都市図を比較・考察し、国際学会や国際シンポジウム、全国学会等で論議できたことは意

義深い。さらに中国（北京、上海など）や朝鮮半島（ソウル）、ロシアなどにおいて、多数の新

出地図を発見できたことは本研究にとって極めて重要であった。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to construct the databases on the 
modern urban maps in East Asia from mid 19th to mid 20th century, and to analyze them 
diachronically and synchronically and then discuss the homogeneity and difference of map 
culture and urban landscape. The results are widely presented at many international 
conferences on the history of cartography and at some domestic meetings of historical 
geography and symposia on the urban mapping in East Asia. In this project we find many 
new maps in China, Korea and Far Eastern Russia.    
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１．研究開始当初の背景 
（１）基盤的背景：東アジア世界の20世紀前
半までの近代都市図をデータベース化する試
みは、ほとんど着手されていない。日本の都

市図についてはもとより、周辺諸国・地域の
都市図については、依然、全体像を把握でき
ない状況である。こうした研究段階で、前近
代を含めた都市図のデータベース化とその公



開は、地図史研究の進展にとって大きな意義
を有するといえた。また都市図をその関連す
る史資料との関連において総合的に解明する
手法も、従来、等閑視されてきた側面を補完
する意味で、学術的意義は高いといえた。 
（２）独創的背景：東アジア世界の都市図全
体を伝統的および近代的景観要素から政治
的・社会的コンテクストで分析する視点は、
従来に見られない極めて独創性の高い研究で
あり、また東アジア都市図相互の比較検討も
大きな意義を有するものであった。 
（３）先端的背景：ルネサンス期以後のヨー
ロッパでは、正面図、鳥瞰図、平面図などさ
まざまな角度から都市が表現されてきた。日
本でも多様な視点から都市が表現されてきた
が、東アジア世界全体では都市図の全貌その
ものが明らかになっていない。ヨーロッパ型
都市図と東アジア型都市図との間には、差異
と共に普遍性も認められ、それらの個々の景
観要素のうちにも伝統的なるものと、近代ヨ
ーロッパ近代なるものが並存して独自の都市
景観を形成、変容していったことが予想され
た。このプロセスを、東アジア世界全体を視
野に納めて再吟味することは国際的に重要な
意義を有するといえた。 

 
２．研究の目的 
19世紀後半以降、日本・中国・朝鮮半島を中
心とする東アジア世界は急速な近代化の波の
中で都市の近代化と膨張を経験した。その過
程で伝統的な都市景観の改変・破壊と平行し
て、近代的な都市景観が形成され、また変容
を遂げていった。本研究では、東アジア世界
の19世紀後半から20世紀前半のさまざまな都
市図をデータベース化し、それらを通時的か
つ共時的に分析することにより、各地域にお
ける都市景観の同質性と差異性を追究するこ
とを最大の目標とした。 
（１）上記の目標を達成するためには、まず
前近代都市図を初め、吉田初三郎鳥瞰図及び
外邦図、地形図、航空写真、衛星画像をはじ
めとする各地域の多様な都市図やその関連資
料を比較検討する必要がある。これを実現す
るためには大量の都市図データをデジタルベ
ース化することが必須であり、こうした都市
図の統一的集成を基盤的目標とした。 
（２）東アジア世界における前近代の伝統的
都市景観の特質および近代的都市景観の形成
過程を解明し、各地域の独自性と同時に、対
象地域全体に共通する同質性を解明する。 
（３）東アジア世界の都市が近代的に変容す
る過程で都市の中に刻印されていった、欧米
的都市景観要素を抽出し、その受容の地域に
よる差異と類似性を政治的・社会的コンテク
ストで解読することを最終的目標とする。 
 
 

３．研究の方法 
（1）従来の研究成果の共有化を図るため、ま
ず刊行されているいくつかの都市図目録の中
から、ベースマップとなる大縮尺都市図を選
定し、また同時に膨大な複製地形図集の中か
らも都市図を選び出し、同一の作業を行った。 
（２）つぎに吉田初三郎の鳥瞰図から、都市
図として解読可能なものを総目録およびデー
タベースから選定し、その中の景観要素を抽
出した。 
（３）その他の近代都市図に関しては、研究
分担者が各担当地域の図書館・博物館等の所
蔵機関において調査を行う。この際とくに、
所蔵機関での地図資料へのアクセスに困難が
予想される中国・韓国・台湾については、海
外研究協力者の協力を仰ぎ、できる限り全貌
の把握に努め、データベース化を推進する。 
（４）第二次世界大戦以後の都市景観につい
ては、各担当地域での地形図、航空写真によ
る都市図像の収集に努めるほか、衛星画像に
よる都市域の解析を広範に行い、現状の統一
的把握に努めた。 
以上のような方法により、前近代都市図⇒吉
田初三郎鳥瞰図⇒地形図・航空写真⇒衛星画
像の４段階の時系列資料群を総体として共有
してデータベース化し、東アジア世界におけ
る近代都市景観の形成と変容にアプローチし
た。  
 
４．研究成果 
（１）上海における近代都市図の系譜 
上海における近代都市図は、1814～1918 年の
間で計 76 点を閲覧・調査できた。これらを
系統発生学的に系譜化すると、上海における
近代都市図は、「嘉慶県城図（1814）系」・「City 
and Environs of Shanghai（1862）系」・「上
海県城廂租界全図（1875）系」・「実測上海城
廂租界全図（1910）系」という四つの系統に
区分され，それぞれが近代都市図の歴史的な
進化過程に対応していることが判明した。す
なわち、この 4系統の上海都市図は、それら
の製作の背景が異なるゆえに、地図形態には
顕著な差異があり、時間的にも継起的発生が
みられた。 
 
（２）成都における近代都市図の展開 
 四川省成都の近代都市図は、1816～1988 年
の間で計 38 点が確認できた。これらは絵画
的な鳥瞰図から厳密な測量図に及ぶが、この
うち近代図への契機が複数存在することが
判明した。木版から石版印刷への移行、厳密
な測量と製図の導入、販売・利用の大衆化の
3 点が重要なモメントであるが、そこには必
ずキーパーソンの存在が浮かび上がり、中国
における外来文化の一端としての近代地図
文化の受容と変容が鮮明になった。 
 



（３）瀋陽における近代都市図の多様性 
 中国・東北地区遼寧省の瀋陽に関しては、
現地の档案館、図書館等での閲覧に厳しい制
限があったものの、清代から 1946 年までの
計 36 点の都市図を調査できた。その東アジ
アにおける地政学上の位置から、瀋陽都市図
は清朝、中華民国、満州国あるいは民間地図
会社などによって作成されており、東北地区
の主要政治都市ゆえに大縮尺の商工地図や
計画地図も残存しているのが特色である。こ
れらにより、瀋陽の都市構造の変遷を辿るこ
とも可能となった。 
 
（４）台湾の植民地化と台北の近代都市図 
 台湾の植民都市台北における近代都市図
は、1894～1940 年代で計 37 点存在する。こ
の系譜を植民地化との関係で分析した。植民
地統治初期の統治方針が「分離政策」であっ
た時期、日本の植民地政府は、台湾の地理
的・社会的状況を調査することが必要不可欠
であった。地図は、植民地統治の重要な道具
として発展を遂げていくことになる。都市地
図に関していえば、都市計画の策定のための
地図が次々と作成された。植民地化の進展と
ともに都市化が想像以上の速さで進む台北
では、将来をみすえた都市計画図が数多くみ
られた。「現状把握」ともいえる都市地図に
はじまり、しだいに植民地都市としてふさわ
しい都市形成の方向性を示す都市計画地図
への過程は、帝国日本が植民地台湾にもたら
した「成果」を結実させた地図への変容とみ
ることができる。台湾における都市地図の発
展は、まさに日本の植民地化と近代化の過程
が反映されたものといえる。 
 
（５）ソウル都市図の展開 
 旧韓末の 1882 年から植民地時代の 1945 年
に至るソウル都市図計 54 点についてその全
体像を探った上で，特に早期に作成された民
間作成の朝鮮全図に掲載されたソウル都市
図に着目し，その変化に関する検討を行い，
それらの地図にいかなる情報が反映されて
きたかについて考察した。 
 その結果，１．韓国併合以前は情報が少な
いためか，旧韓末から 1900 年代までは朝鮮
全図の割図として掲載される簡略な都市図
が中心であった。しかし，1903 年の京釜鉄道
株式会社による「韓国京城全図」を契機とし
て，徐々に近代的測量を経た縮尺入りのソウ
ル都市図が作成されるようになる。この後，
観光案内図など特別な用途のものを含む多
種多様な都市図が作成された。 

２．やや短い期間ではあるものの，古地図
からの情報が日本で作製された近代都市図
に利用された時期が存在する。主として楕円
形の城壁など基本的な形態や，王宮・街路な
どの基礎的な情報が継続して利用され，それ

に新たな情報が盛り込まれていった。 
 ３．早い時期のソウル都市図には「大東輿
地図」の「都城図」や，それを修正した「漢
陽京城図」系統の朝鮮時代の古地図が姿を変
えてあらわれており，朝鮮全図にも援用され
た「大東輿地図」は，朝鮮時代最高の古地図
との評価のとおり，日本人作成の近代都市図
にも影響を及ぼしていたことが把握できた。 
 
（６）ロシア極東における近代都市図 
 ロシア極東の都市図として、ウラジオスト
ク 9点、ハバロフスク 4点、ブラゴヴェシチ
ェンスク 6 点、ハルピン 4 点、大連・旅順 2
点の計 25 点をモスクワ、ウラジオストクな
どの図書館で確認できた。このうちハルピン
のみが満州国、満鉄の作成であり、他はすべ
てロシア製である。ロシアがハバロフスク・
ウラジオストクのように、軍事拠点・植民拠
点としての素朴な計画都市を経て、都市的な
美を追求した大連・ハルピンを建設したもの
の、日露戦争を経て、当該都市を日本に奪わ
れることになった。都市計画期を経て、帝政
末期において都市が発達すると、地図の内容
に変化が生じてくる。しかし、ロシア極東は、
都市としての発展期を迎えようとした矢先
に、ロシア革命に突入した。ソ連期になって
も地図の発行主体は行政であることに変わ
ず、形式は連続しつつも、地図内容を選択す
る様子がうかがえた。時代と体制の変化は地
図表現にも窺える。 
ロシア極東の植民都市建設は 19 世紀後半に
始まったが、その当初の段階から、これらの
植民都市を描いた地図の形態は、ヨーロッパ
の地図文化の発展形態である「近代的な」地
図であり、東アジアの他地域に存在するよう
な「伝統的な」地図は、ロシア極東には存在
しなかった。これは、ロシアが進出するまで
の当該地域において、先住民族の間には、地
図文化が存在しなかったことによる。 
 
（７）近代函館の都市図と都市形成 
 近代に開港場となった函館は、日本の近代
化を論じる際に重要な位置を占めている。
1801 年から 20 世紀末までの函館図は確認で
きただけでも計 163 点にも及んだ。近代の幕
開けとともに、港町函館は、近世までの風景
とは異なる都市の近代化を急速に経験した。
開港場として、近代日本の表玄関としての象
徴的な空間を形成していった。都市の近代化
と並んで地図の近代化の最前線となった函
館は、近代空間の形成とそれを表象する空間
となった。 
現実空間の地図化は古くから人類が行っ

てきた営みであるが、近代都市図からも何ら
かの文化様式・観念・世界観・思考様式を解
読でき、新たな自然観や国土観を抽出しうる。 
地図情報の増加と「科学的」表現、函館山に



注目すると、近代化が進む中でのその描かれ
方の変化は、自然に対する認識の変化、世界
観の変化と捉えられる。人と環境の関係につ
いての認識の変化、つまりは人工／自然とい
う二項対立新たなシステムの受容が近代化
の一つとして浮かび上がってくる。 
 都市図の変遷から抽出される近代的要素
は、一つには三角測量に代表される新たな測
量技術の導入であり、地図作成方法の革新で
あるだろう。その背景として、世界観・価値
観の近代化がみられるが、とくに自然と人間
の関係の変化、つまり人間の環境認識、空間
認識の変化として読み取ることができるだ
ろう。具体的には、函館を眼差す視線の方向
の変化であったり、描写内容の変化から読み
取れる。その社会的・政治的文脈は、国土を
描く行為の、より近代的な要請と深くかかわ
っており、より厳密な土地の把握が領土の管
理と直結していたことを物語っている。 
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